
佐賀県 

唐津市立大良小学校 
高橋幸信教頭 

小学生からの金融教育への挑戦  
―年間カリキュラムに組み込む実践法―  

金
融
教
育
の
現
場
レ
ポ
ー
ト
 

「
金
融
教
育
」
は
、社
会
の
中
で
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
教
育
で
す
。
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、金
融
教
育
の
授
業
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、教
育
現
場
に
立
つ
先
生
や
、 

授
業
を
受
け
る
生
徒
の
姿
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

今
回
は
、佐
賀
県
唐
津
市
立
大
良
小
学
校
の
高
橋
幸
信
教
頭
に
よ
る
、 

通
常
授
業
の
中
に„
金
融
教
育
の
視
点
“を
取
り
入
れ
実
践
し
て
い
っ
た
金
融
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

   　
「
ど
う
し
て
金
融
教
育
な
ん
で
す
か
？

校
内
研
究
に
は
国
語
科
が
必
要
で
す
よ
！
」
 

　
地
元
教
育
委
員
会
か
ら
金
融
教
育
研

究
校
委
嘱
の
決
定
を
受
け
た
時
、高
橋
幸

信
先
生
の
前
任
校
、玄
海
町
立
仮
屋
小

学
校
の
職
員
室
で
は
、賛
成
よ
り
む
し
ろ

反
対
し
、動
揺
す
る
先
生
方
の
方
が
多
か
っ

た
そ
う
で
す
。
た
だ
、
教

頭
の
高
橋
先
生
だ
け
は
、 

「
国
語
の
研
究
は
い
つ
で

も
で
き
る
。„
一
事
が
万

事（
一
事
を
見
れ
ば
、他

の
す
べ
て
の
こ
と
を
推
察

で
き
る
）
“で
す
よ
。
年
間

指
導
計
画
の
中
で
取
り

入
れ
れ
ば
、金
融
教
育
の

趣
旨
は
算
数
や
国
語
、

あ
ら
ゆ
る
教
科
に
も
通

じ
る
だ
ろ
う
し
、子
ど
も

や
地
域
の
実
態
に
沿
っ
た
教
材
を
作
る
こ

と
、授
業
で
の
焦
点
の
当
て
方
と
い
っ
た
教

育
手
法
の
研
究
な
ど
も
、ど
の
教
科
に
も

役
立
つ
は
ず
で
す
」
と
熱
弁
を
ふ
る
い
、皆

を
説
得
し
ま
し
た
。
 

　
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、ま
ず
、

佐
賀
県
金
融
広
報
委
員
会
を
通
じ
て
、

講
師
と
し
て
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
制
度（
無
料
）を
活
用
。
先
生
方
は

講
師
か
ら
「
金
融
教
育
と
は
何
か
？
」「
ど

の
よ
う
な
授
業
が
考
え
ら
れ
る
か
」
と
い
っ

た
理
論
を
学
び
、児
童
に
は
実
態
調
査
の

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、あ
ら
か
じ
め
保
護
者
の
理
解
を

得
る
た
め
に
、金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
先
生
と
保
護
者
向
け
に
、「
お
金
の
し

つ
け
と
子
ど
も
の
自
立（
今
な
ぜ
小
学
生

に
金
銭
教
育
が
必
要
か
）」
と
題
し
て
講

演
会
も
行
い
ま
し
た
。
 

    　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
児
童
の
実
態
調
査

で
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
の
が
、 

　
「
物
や
お
金
の
大
切
さ
に
つ
い
て
十
分

考
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
」
 

　
「
見
通
し
を
立
て
、計
画
的
に
大
切
に

お
小
遣
い
を
使
う
経
験
が
不
足
し
て
い
る
」

と
い
う
点
で
し
た
。
 

　
「
子
ど
も
た
ち
に
は
、親
が
苦
労
し
て

手
に
入
れ
た
お
金
と
い
う
意
識
が
乏
し
く
、

金
融
教
育
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
大
人

社
会
で
は
お
金
の
借
り

過
ぎ
や
自
己
破
産
、
保

証
人
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
多
く
の
金
銭
問
題
が

取
り
ざ
た
さ
れ
る
な
か
、小
学
生
の
う
ち

か
ら
お
金
に
対
す
る
意
識
を
根
付
か
せ

る
必
要
性
は
大
き
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

高
橋
先
生
。
 

　
そ
こ
で
同
校
で
は
、2
カ
年
計
画
の
中

で
、【
表
1
】の
よ
う
な〈
研
究
の
重
点
〉を

設
定
。
各
学
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
 

　
課
題
は
、学
習
指
導
要
領
に
定
め
ら
れ
 

全
教
員
を
あ
げ
て
「
金
融
教
育
 

と
は
何
か
？
」
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
 

6
学
年
す
べ
て
の
 

年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
 

金
融
教
育
を
実
践
 

だ い ら  

＜1年次の研究の重点＞ 
・研究目標① 

　「勤労の尊さに気づき、進んで働こうとする気持ちや態度を育てる。」（勤労の尊さ） 

　カリキュラム：生活科や総合的な学習の時間を中心にして 

＜2年次の研究の重点＞ 
・研究目標① 

　「物やお金の大切さを知り、大切に扱おうとする心情を育てる。」（健全な金銭感覚） 

・研究目標② 

　「身近な生活を見通し、自分にできることを進んで実現しようとする態度を育てる。」（学んだことを生かす） 

　カリキュラム：各教科、道徳、学級活動、総合的な学習の時間の中で 

【表１】研究の重点 

【表2】金融教育に関する年間カリキュラム（５年） 

月 

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

教　科 学級活動 道　徳 
総合的な学習の時間 

18年度 19年度 
○わたしたちの生活と食
料生産（社会）【～７月】 
・社会の仕組みと物や
お金の関係の理解。 
○できる仕事をふやそう
（家庭） 
・家庭の中での自分の
役割について考えさせる。 

○くふうして仕事を続
けよう（家庭） 
・家庭の中で仕事を続
けようとする態度を育
てる。 

○わたしたちの生活と
工業生産（社会）【～
１１月】 
・社会の仕組みと物や
お金の関係の理解。 

○わたしたちの生活と
情報（社会）【～１２月】 
・情報の質を見分けな
がら、自分の生活（買
い物の仕方）への生か
し方を考えさせる。 

○くふうしよう！かしこい
生活（家庭）【～１１月】 
・身の回りの整理整頓、
不用品の活用の仕方、
計画的な物の使い方や
買い方を理解し、実践す
る態度を育てる。 
○マザー・テレサ（国語） 
・命や物を大切にする心
を育てる。お金の有効
な使い方を考えさせる。 

○係活動と当番活動 
○掃除のしかた 
・学級や学校の一員と
して進んで働く態度を
育てる。 

○高学年としての役割 
・高学年の自覚をもち、
進んで働こうとする態
度を育てる。 

○白い羽根募金 
・募金の意義と仕組み
を知り、自分にできるこ
とから始めようとする態
度を育てる。 

○お年玉の使い方を
考えよう 
・お金を大切にし、計画
的に遣うことができる。 

○もうすぐ６年生 
最高学年になる自覚と、
進んで働こうとする意
欲をもたせる。 

○まごころのボランティ
ア活動 
・学研４－（４）勤労・社
会奉仕・公共心 

○私たちのお金 
～１００円でできること～ 
・お金の価値を知り、お
金を大切にしようとする
態度を育てる。 

○私たちのお金 
～１００万円あったらどう
する～ 
・お金の価値や悪徳
商法などについて理解
し、お金を大切にしよう
とする態度を育てる。 

○小さな手から 
・学研４－（４）勤労・社
会奉仕・公共心 

○地域のごみ拾い活動 
・勤労の尊さに気づき、
地域の一員として進ん
で働く態度を育てる。 

○花の栽培【～３月】 
・花を栽培し、地域や
卒業生のために役立と
うとする気持ちを育てる。 

○地域のごみ拾い活動 
○栽培した花を町に置く 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 

○活動の振り返り 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 
○産業文化祭での活
動発表 
・自分たちの活動につ
いて発表し、成果やお
願いを町の人に知って
もらう。 

○花の世話 

○地域のごみ拾い活動 

○地域のごみ拾い活動 
○リサイクル活動 

○地域のごみ拾い活動 
○リサイクル活動 

○地域のごみ拾い活動 
○リサイクル活動 
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教　科 学級活動 道　徳 
総合的な学習の時間 

18年度 19年度 
○わたしたちの生活と食
料生産（社会）【～７月】 
・社会の仕組みと物や
お金の関係の理解。 
○できる仕事をふやそう
（家庭） 
・家庭の中での自分の
役割について考えさせる。 

○くふうして仕事を続
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・家庭の中で仕事を続
けようとする態度を育
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○わたしたちの生活と
工業生産（社会）【～
１１月】 
・社会の仕組みと物や
お金の関係の理解。 

○わたしたちの生活と
情報（社会）【～１２月】 
・情報の質を見分けな
がら、自分の生活（買
い物の仕方）への生か
し方を考えさせる。 

○くふうしよう！かしこい
生活（家庭）【～１１月】 
・身の回りの整理整頓、
不用品の活用の仕方、
計画的な物の使い方や
買い方を理解し、実践す
る態度を育てる。 
○マザー・テレサ（国語） 
・命や物を大切にする心
を育てる。お金の有効
な使い方を考えさせる。 

○係活動と当番活動 
○掃除のしかた 
・学級や学校の一員と
して進んで働く態度を
育てる。 

○高学年としての役割 
・高学年の自覚をもち、
進んで働こうとする態
度を育てる。 

○白い羽根募金 
・募金の意義と仕組み
を知り、自分にできるこ
とから始めようとする態
度を育てる。 

○お年玉の使い方を
考えよう 
・お金を大切にし、計画
的に遣うことができる。 

○もうすぐ６年生 
最高学年になる自覚と、
進んで働こうとする意
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○まごころのボランティ
ア活動 
・学研４－（４）勤労・社
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○私たちのお金 
～１００円でできること～ 
・お金の価値を知り、お
金を大切にしようとする
態度を育てる。 

○私たちのお金 
～１００万円あったらどう
する～ 
・お金の価値や悪徳
商法などについて理解
し、お金を大切にしよう
とする態度を育てる。 

○小さな手から 
・学研４－（４）勤労・社
会奉仕・公共心 

○地域のごみ拾い活動 
・勤労の尊さに気づき、
地域の一員として進ん
で働く態度を育てる。 

○花の栽培【～３月】 
・花を栽培し、地域や
卒業生のために役立と
うとする気持ちを育てる。 

○地域のごみ拾い活動 
○栽培した花を町に置く 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 

○活動の振り返り 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 

○地域のごみ拾い活動 
○花の世話 
○産業文化祭での活
動発表 
・自分たちの活動につ
いて発表し、成果やお
願いを町の人に知って
もらう。 

○花の世話 

○地域のごみ拾い活動 

○地域のごみ拾い活動 
○リサイクル活動 

○地域のごみ拾い活動 
○リサイクル活動 

○地域のごみ拾い活動 
○リサイクル活動 
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金
融
教
育
の
現
場
レ
ポ
ー
ト
 

佐賀県 

唐津市立大良小学校　高橋幸信教頭 

小学生からの金融教育への挑戦  
―年間カリキュラムに組み込む実践法―  

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
し
つ
つ
、金
融
教
育

を
上
手
に
組
み
込
む
こ
と
で
し
た
が
、高

橋
先
生
は
、「
今
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を„
金

融
教
育
の
視
点
“で
見
直
せ
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
？
」
と
先
生
方
に
提
案
。
例
え
ば【
表

2
】の
よ
う
な
5
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例

で
は
、社
会
、家
庭
、国
語
、学
級
活
動
、道

徳
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
、各
科

に
配
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
 

　
社
会
で
は
「
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
食

料
生
産
」
の
単
元
を
通
じ
て
、社
会
の
仕

組
み
と
物
や
お
金
の
関
係
を
理
解
す
る
。
 

　
家
庭
で
は
「
で
き
る
仕
事
を
ふ
や
そ
う
」

の
単
元
で
、家
庭
の
中
で
の
自
分
の
役
割
、

そ
の
役
割（
仕
事
）を
続
け
よ
う
と
す
る

態
度
を
育
て
る
。
 

　
国
語
は
「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
」
の
単
元
を
、

命
や
物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
、お
金

の
有
効
な
使
い
方
を
考
え
さ
せ
る
授
業
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

    　
ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
子
ど
も

た
ち
に
「
お
金
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

が
な
い
」「
物
を
大
切
に
し
な
い
」「
忍
耐

力
が
な
い
」
と
い
う
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
５
年
生
は
、「
お
金
を
計
画
的

に
使
う
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
」「
目

的
に
あ
っ
た
品
物
の
選
び
方
や
買
い
方
が

で
き
る
」
こ
と
を
目
標
に
、家
庭
科
の
指

導
計
画
18
時
間
の
う
ち
、8
時
間
は
「
お

こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム
」
と
称
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
践
し
ま
し
た
。
 

　
具
体
的
に
は
月
1
5
0
0
円
の
お
小

遣
い
を
ど
う
使
う
か
、家
庭
の
協
力
を
得

て
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
お
こ
づ

か
い
帳
」
を
記
録
し
ま
し
た
。
結
果
、「
浪

費
型
」（
す
ぐ
に
使
っ
て
し
ま
う
）、「
目
的

型
」（
使
用
目
的
を
決
め
て
貯
金
す
る
）、

「
堅
実
型
」（
計
画
的
に
コ
ツ
コ
ツ
使
う
）

な
ど
各
自
の
タ
イ
プ
も
判
明
。
子
ど
も
た

ち
は
級
友
と
の
違
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、

「
む
だ
づ
か
い
を
し
な
い
」「
欲
し
い
と
思
っ

て
も
す
ぐ
に
は
買
わ
ず
、お
金
が
貯
ま
っ

た
り
安
く
な
っ
た
り
し
た
ら
買
う
」「
先

の
こ
と
を
考
え
て
使
う
」
な
ど
、上
手
な

お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
意
識
を
新
た
に

し
て
い
き
ま
し
た
。
 

　
実
践
教
育
で
は
、
他
学
年
も
金
額
を

変
え
て
「
お
こ
づ
か
い
帳
」
に
挑
戦
を
し
た

り
、
低
学
年
は
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
で
お

菓
子
を
作
っ
て
バ
ザ
ー
で
売
っ
た
り
、中
学

年
は
鯛
の
養
殖
場
の
見
学
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
通
じ
て
、働
く
人
の
苦
労
や
工
夫
、

「
勤
労
の
尊
さ
」
を
学
習
。
保
護
者
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
活
動
す
る

姿
や
、物
や
お
金
に
対
す
る
姿
勢
の
変
化

が
報
告
さ
れ
、金
融
教
育
の
手
応
え
を
誰

も
が
実
感
し
て
い
き
ま
し
た
。
 

    　
高
橋
先
生
は
研
究
校
の
委
嘱
が
決
ま
っ

た
時
か
ら
、「
研
究
成
果
を
上
げ
る
に
は
、

教
師
に
と
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
意
識
に
長
く
根
付
い
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
こ
の
た
め
、あ
る
一
部
を
対
象
に
し

た„
打
ち
上
げ
花
火（
イ
ベ
ン
ト
）
“的
な
行

事
に
し
な
い
金
融
教
育
が
重
要
」
と
の

思
い
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
そ
の
た
め
に
通
常
授
業
で
継
続
的
に

行
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、「
最
も
大
き
な

課
題
は
、小
学
校
の
旧
学
習
指
導
要
領（
家

庭
科
）に
は
、「
金
銭
の
計
画
的
な
使
い
方
」

が
指
導
内
容
と
し
て
あ
る
も
の
の
、そ
の

基
礎
と
な
る
「
物
や
金
銭
の
大
切
さ
」
を

い
か
に
し
て
気
付
か
せ
る
か
。
ま
た
、指
導

効
果
を
高
め
る
た
め
に
、家
庭
科
だ
け
で

は
な
く
他
教
科
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

ど
う
組
み
込
む
か
と
い
う
点
だ
っ
た
」
と

言
い
ま
す
。
 

　
「
実
は
近
年
、多
く
の
先
生
は
既
に
あ

る
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
し
て
授
業
を

行
う
こ
と
に
慣
れ
、『
ふ
だ
ん
の
授
業
に
取

り
入
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？

（
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
）
』『
ど
う
い
う
視
点

を
持
つ
べ
き
な
の
か
？（
焦
点
化
）
』
と
い

う
試
行
錯
誤
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
機
会
は

滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、私
は
そ
れ

が
先
生
方
に
と
っ
て
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
こ
う
し
て
、
指

導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
な
い
授
業
を
先
生
た
ち
が

ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
て
い
っ
た
意
義
、私
た

ち
が
今
後
、小
学
校
に
お
け
る
金
融
教
育

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
も
な
り
得
る
意
義
は
、

非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
。
 

 　
今
回
、教
頭
と
し
て
後
進
の
先
生
方
を

育
て
る
上
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
高
橋
先
生
。こ
の
実
践
を
行
っ
た
玄
海

町
立
仮
屋
小
学
校
は
、
統
廃
合
に
よ
り

平
成
21
年
度
を
も
っ
て
廃
校
と
な
り
、当

時
の
先
生
方
は
皆
、他
の
学
校
へ
と
異
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、実
践
に
携
わ
っ

た
９
名
の
先
生
は
皆
、「
や
っ
て
良
か
っ
た
！
」

と
心
を
ひ
と
つ
に
で
き
た
と
言
い
ま
す
。
 

　
「
金
融
教
育
の
経
験
を
他
校
で
も
実

践
し
、も
っ
と
授
業
の
質
を
高
め
る
た
め

に
も
各
教
科
と
の
関
連
的
指
導
を
工
夫

し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
っ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
 

「
お
こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム
」
 

「
バ
ザ
ー
」
で
育
ん
だ
、 

お
金
の
使
い
方
・
大
切
さ
 

背
景
に
あ
っ
た
、 

「
問
わ
れ
る
教
師
の
力
量
」
 

へ
の
挑
戦
 

だ い ら  

【表3】アンケート集計結果 

◆自分のものを落としたり、 
　なくしたりすることがありますか 

ない 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

どちらかといえばない 
どちらかといえばある 
ある 

16 16 28 41

◆自分のものをなくしたとき、 
　どうしますか 

見つかるまでさがす 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

さがすけどすぐあきらめる 
どちらかといえばさがさない 
さがさないで買ってもらう 

64 25 6

5

◆きまった金額のおこづかいを 
　もらっていますか 

きまった金額をもらっている 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

ひつようなときにもらっている 
もらっていない 

39 38 23

◆おこづかいは、 
　計画的につかっていますか 

計画的につかっている 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

つかいたいときにつかう 
その他 

22 59 19
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金
融
教
育
の
現
場
レ
ポ
ー
ト
 

佐賀県 

唐津市立大良小学校　高橋幸信教頭 

小学生からの金融教育への挑戦  
―年間カリキュラムに組み込む実践法―  

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
し
つ
つ
、金
融
教
育

を
上
手
に
組
み
込
む
こ
と
で
し
た
が
、高

橋
先
生
は
、「
今
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を„
金

融
教
育
の
視
点
“で
見
直
せ
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
？
」
と
先
生
方
に
提
案
。
例
え
ば【
表

2
】の
よ
う
な
5
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例

で
は
、社
会
、家
庭
、国
語
、学
級
活
動
、道

徳
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
、各
科

に
配
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
 

　
社
会
で
は
「
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
食

料
生
産
」
の
単
元
を
通
じ
て
、社
会
の
仕

組
み
と
物
や
お
金
の
関
係
を
理
解
す
る
。
 

　
家
庭
で
は
「
で
き
る
仕
事
を
ふ
や
そ
う
」

の
単
元
で
、家
庭
の
中
で
の
自
分
の
役
割
、

そ
の
役
割（
仕
事
）を
続
け
よ
う
と
す
る

態
度
を
育
て
る
。
 

　
国
語
は
「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
」
の
単
元
を
、

命
や
物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
、お
金

の
有
効
な
使
い
方
を
考
え
さ
せ
る
授
業
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

    　
ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
子
ど
も

た
ち
に
「
お
金
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

が
な
い
」「
物
を
大
切
に
し
な
い
」「
忍
耐

力
が
な
い
」
と
い
う
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
５
年
生
は
、「
お
金
を
計
画
的

に
使
う
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
」「
目

的
に
あ
っ
た
品
物
の
選
び
方
や
買
い
方
が

で
き
る
」
こ
と
を
目
標
に
、家
庭
科
の
指

導
計
画
18
時
間
の
う
ち
、8
時
間
は
「
お

こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム
」
と
称
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
践
し
ま
し
た
。
 

　
具
体
的
に
は
月
1
5
0
0
円
の
お
小

遣
い
を
ど
う
使
う
か
、家
庭
の
協
力
を
得

て
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
お
こ
づ

か
い
帳
」
を
記
録
し
ま
し
た
。
結
果
、「
浪

費
型
」（
す
ぐ
に
使
っ
て
し
ま
う
）、「
目
的

型
」（
使
用
目
的
を
決
め
て
貯
金
す
る
）、

「
堅
実
型
」（
計
画
的
に
コ
ツ
コ
ツ
使
う
）

な
ど
各
自
の
タ
イ
プ
も
判
明
。
子
ど
も
た

ち
は
級
友
と
の
違
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、

「
む
だ
づ
か
い
を
し
な
い
」「
欲
し
い
と
思
っ

て
も
す
ぐ
に
は
買
わ
ず
、お
金
が
貯
ま
っ

た
り
安
く
な
っ
た
り
し
た
ら
買
う
」「
先

の
こ
と
を
考
え
て
使
う
」
な
ど
、上
手
な

お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
意
識
を
新
た
に

し
て
い
き
ま
し
た
。
 

　
実
践
教
育
で
は
、
他
学
年
も
金
額
を

変
え
て
「
お
こ
づ
か
い
帳
」
に
挑
戦
を
し
た

り
、
低
学
年
は
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
で
お

菓
子
を
作
っ
て
バ
ザ
ー
で
売
っ
た
り
、中
学

年
は
鯛
の
養
殖
場
の
見
学
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
通
じ
て
、働
く
人
の
苦
労
や
工
夫
、

「
勤
労
の
尊
さ
」
を
学
習
。
保
護
者
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
活
動
す
る

姿
や
、物
や
お
金
に
対
す
る
姿
勢
の
変
化

が
報
告
さ
れ
、金
融
教
育
の
手
応
え
を
誰

も
が
実
感
し
て
い
き
ま
し
た
。
 

    　
高
橋
先
生
は
研
究
校
の
委
嘱
が
決
ま
っ

た
時
か
ら
、「
研
究
成
果
を
上
げ
る
に
は
、

教
師
に
と
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
意
識
に
長
く
根
付
い
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
こ
の
た
め
、あ
る
一
部
を
対
象
に
し

た„
打
ち
上
げ
花
火（
イ
ベ
ン
ト
）
“的
な
行

事
に
し
な
い
金
融
教
育
が
重
要
」
と
の

思
い
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
そ
の
た
め
に
通
常
授
業
で
継
続
的
に

行
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、「
最
も
大
き
な

課
題
は
、小
学
校
の
旧
学
習
指
導
要
領（
家

庭
科
）に
は
、「
金
銭
の
計
画
的
な
使
い
方
」

が
指
導
内
容
と
し
て
あ
る
も
の
の
、そ
の

基
礎
と
な
る
「
物
や
金
銭
の
大
切
さ
」
を

い
か
に
し
て
気
付
か
せ
る
か
。
ま
た
、指
導

効
果
を
高
め
る
た
め
に
、家
庭
科
だ
け
で

は
な
く
他
教
科
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

ど
う
組
み
込
む
か
と
い
う
点
だ
っ
た
」
と

言
い
ま
す
。
 

　
「
実
は
近
年
、多
く
の
先
生
は
既
に
あ

る
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
し
て
授
業
を

行
う
こ
と
に
慣
れ
、『
ふ
だ
ん
の
授
業
に
取

り
入
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？

（
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
）
』『
ど
う
い
う
視
点

を
持
つ
べ
き
な
の
か
？（
焦
点
化
）
』
と
い

う
試
行
錯
誤
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
機
会
は

滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、私
は
そ
れ

が
先
生
方
に
と
っ
て
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
こ
う
し
て
、
指

導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
な
い
授
業
を
先
生
た
ち
が

ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
て
い
っ
た
意
義
、私
た

ち
が
今
後
、小
学
校
に
お
け
る
金
融
教
育

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
も
な
り
得
る
意
義
は
、

非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
。
 

 　
今
回
、教
頭
と
し
て
後
進
の
先
生
方
を

育
て
る
上
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
高
橋
先
生
。こ
の
実
践
を
行
っ
た
玄
海

町
立
仮
屋
小
学
校
は
、
統
廃
合
に
よ
り

平
成
21
年
度
を
も
っ
て
廃
校
と
な
り
、当

時
の
先
生
方
は
皆
、他
の
学
校
へ
と
異
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、実
践
に
携
わ
っ

た
９
名
の
先
生
は
皆
、「
や
っ
て
良
か
っ
た
！
」

と
心
を
ひ
と
つ
に
で
き
た
と
言
い
ま
す
。
 

　
「
金
融
教
育
の
経
験
を
他
校
で
も
実

践
し
、も
っ
と
授
業
の
質
を
高
め
る
た
め

に
も
各
教
科
と
の
関
連
的
指
導
を
工
夫

し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
っ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
 

「
お
こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム
」
 

「
バ
ザ
ー
」
で
育
ん
だ
、 

お
金
の
使
い
方
・
大
切
さ
 

背
景
に
あ
っ
た
、 

「
問
わ
れ
る
教
師
の
力
量
」
 

へ
の
挑
戦
 

だ い ら  

【表3】アンケート集計結果 

◆自分のものを落としたり、 
　なくしたりすることがありますか 

ない 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

どちらかといえばない 
どちらかといえばある 
ある 

16 16 28 41

◆自分のものをなくしたとき、 
　どうしますか 

見つかるまでさがす 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

さがすけどすぐあきらめる 
どちらかといえばさがさない 
さがさないで買ってもらう 

64 25 6

5

◆きまった金額のおこづかいを 
　もらっていますか 

きまった金額をもらっている 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

ひつようなときにもらっている 
もらっていない 

39 38 23

◆おこづかいは、 
　計画的につかっていますか 

計画的につかっている 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

つかいたいときにつかう 
その他 

22 59 19
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